
海上空港のある花と史跡のまち

市政だより

昭和58年11月15日 .Mi.987

人口の動き
(前月比〉

人白書十 68. 382 + 57 

男 32.928 十 18 

女 35.454 + 39  

世袴数 20. 1 27 + 1 9 
10月4日現在

∞白ωo包巴φ6TIQ~~ð
今日は健康診断です 僕も友達といっしょに受けまし疋

勺¥イ ロを大きくあけて ‘戸-ン， あ巴さんもj山配してみています

早く4月ガ来ないかな7 友達だくさんつくって みんなで遊ぶんだ、

毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所宮(代)③4111 編集/広報公聴課 印刷所/九州凸版株式会社
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10万円借りて一年間返さなかったときの利息額
1年の利息額

1(l9，日O円

73，000円

54，750円

年利109.5%I 

年利73.日0%

年利54.75%

些竺笠j

!日歩15銭

日歩30銭

むおお市政だより

同じく 4年目以降の利息f
の上限 t 

元金 10万円

いままでの法律で認めら I
れた利息の上限 l 

58，11.1に施工された
注律での利息の上限

(3) 

〈

と
、
普
通
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
お
手

上
げ
に
な
り
ま
す
。

②
借
入
れ
は
短
期
、
返
済
期
日
は

守
る

借
入
れ
期
間
が
長
い
と
、
後
あ
と

返
す
の
が
大
変
で
す
。
返
済
が
遅
れ

る
と
利
息
が
か
さ
ん
で
ニ
ッ
チ
も
サ

ッ
チ
も
い
か
な
く
な
り
ま
す
。
期
限

内
返
済
を
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

③
契
約
書
を
よ
く
読
む

借
入
れ
金
額
、
期
間
、
利

率
、
違
約
金
、
返
済
方
法
な

ど
を
書
面
で
よ
く
確
か
め
て

か
ら
契
約
書
に
署
名

・
押
印

す
る
こ
と
。

ま
た
、
利
星
川
算
書
、
領

収
書
な
ど
は
、
必
ず
保
管
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

④
白
紙
委
任
状
、
臼
鑑
証

明
書
は
渡
さ
な
い
。

借
り
手
の
白
紙
委
任
状
と

印
鑑
証
明
書
が
あ
れ
ば
、
い

つ
で
も
「
公
正
証
書
」
を
作

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
公
正

証
書
が
あ
れ
ば
、
裁
判
を
し

な
い
で
、
直
ち
に
強
制
執
行

と
い
う
有
無
を
言
わ
さ
な
い

法
的
手
続
き
が
と
れ
、
給
料
、

家
具
な
ど
を
差
押
え
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
す
。

③
借
金
返
済
の
た
め
巳
、

ほ
か
の
サ
ラ
金
か
ら
借

入
れ
る
こ
と
は
し
な
い

借
金
を
返
す
た
め
に
、
さ

ら
に
ほ
か
の
サ
ラ
金
か
ら
借

40，004円年利40.004%日歩10.96銭同じ(6年自以降の法律『
で定めた日;からの上限 l 

25 
自 ii~ 

手II 
工
、ツ
ク

日
頃
か
ら
収
入
に
合
っ
た
生
活
プ

ラ
ン
を
た
て
、
背
伸
び
し
た
生
活
は

送
ら
な
い
心
掛
け
が
大
切
で
す
。

も
し
、
ど
う
し
て
も
お
金
を
借
り

た
い
と
き
は

①
本
当
に
必
要
な
お
金
か
ど
う
か

⑦
親
類
、
知
人
か
ら
借
り
る
こ
と
は

で
き
な
い
か

蜜

豆利
の
安
い
金
融
機
関
な
ど
を
利

用
で
き
な
い
か

④
家
族
で
十
分
話
し
合
っ
た
か

⑤
自
分
の
収
入
で
返
せ
る
か

⑥
利
向中
官乞
含
め
て、

い
つ
ま
で
に
ど

の
よ
う
な
方
法
で
返
す
か

を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

利
用
の
最
低
山
得

①
返
済
能
力
を
考
え
て
必
要
最
小

限
度
を
借
り
る

毎
月
の
返
済
額
が
平
均
月
収
の
2

割
を
超
え
る
と
、
返
済
が
困
難
に
な

り
ま
す
。

ま
た

借
金
が
捌
万
円
を
超
え
る

金
す
る
こ
と
は
愚
の
骨
頂
で
す
。
借

金
が
雪
ダ
ル
マ
式
に
増
え
る
も
と
に

な
り
ま
す
。

⑥
保
証
人
に
な
る
と
き
は

借
金
の
保
証
人
に
な
る
と
い
う
こ

と
は
、
借
り
た
人
が
返
済
に
行
き
詰

っ
た
時
に
、
借
り
た
人
に
代
っ
て
支

払
い
ま
す
。
と
い
う
意
味
な
の
で
す
。

ど
の
よ
う
な
条
件
で
借
り
る
か
を
確

認
し
て
か
ら
保
証
人
に
な
ら
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。

岳連苦i
耳 慣j

ti jgj 
i、問 %U' 

長 i相
主 B き火
円 ~ o火z けま

昭和58年 11月 1日から施行された

いわゆるサラ金規制二法のポイント
「サラ金二法」と は「貸金業規制法J(略称) り、生活をおびやかす言動をしてはならない。

と「改正出資法J(略称)の二つです。 I ②金利などの貸付条件を庖内に掲示する。

この法律は、昭和58年11月 1日から施行さ | ③誇大な広告をしてはいけない。④利用者の

れています。借り手に特に関係ある主なポイ | 返済能力を超える過剰貸付をしてはいけない。

ント は、次のとおりです。 I ⑤契約内容を明らかにした書面を渡す。⑥返

済金を受取ったら、受取った金額を記載した

書面を渡す。

任意に支払った利息は返してもらえなく

くなる。

利息制限法では、年利の最高を20%(貸付

金額に よって、それ以下) ときめ られていま

す。これを超えた高い金利を取られても、裁

判で取戻す方法はありま すが、いわゆるサラ

金二法施行後は、借り手が任意に支払って し

まった利息は、新上限金利の73%の範囲内で

あれば、取戻すことができないこ とになります。

3 

1 金利の規制

貸金業者の金利は、現在の出資法では最高

日歩30銭 (年利109.5%) ときめられています

が、改正出資法施行後の利息の上限は、次の

ように引下げられます。

① 施行後 3年間は日歩20銭(年利73%)

② 4年目以降は日歩15銭(年利54.75%) 

③ 6年目以降の法律で定めた日からは

日歩10.96銭(年利40.004%)

/ 

6
階
間
長
崎
県
庶
民
金
融
業
協

会
内

包
長
崎
⑫
3
5
9
4

市
商
工
観
光
課
商
工
係
、
市
民
相
談

コ
ー
ナ
ー

ア
ッ
見
覚
え
が
あ
る

こ
の
男
グ

ー
指
名
手
配
犯
人
の
模
挙
に
ご
協
力
を
|

大
村
警
察
署
(
宮
③
3
4
2
6
)

全
国
の
警
察
か
ら
指
名
手
配
さ
れ

て
い
る
被
疑
者
は
、

日
年
9
月
1
日

現
在
で
4
6
6
2
人
に
の
ぼ
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
中
に
は
、
殺
人
、
強
盗

な
ど
の
凶
悪
犯
も
お
り
、
同
じ
よ
う

な
犯
行
を
繰
り
返
す
恐
れ
も
あ
り
ま

す。

こ
ん
な
と
き
は
す
ぐ
川
番

O
新
聞
や
ポ
ス
タ
ー
、
テ
レ
ビ
な
ど

で
見
た
犯
人
に
つ
い
て
知
っ
て
い

る
こ
と
、
よ
く
似
た
人
を
見
か
け

た
と
き

O
警
察
か
ら
頼
ま
れ
て
い
た
犯
人
が

立
ち
回
っ
た
と
き

O
指
名
手
配
の
犯
人
か
ら
連
絡
が
あ

っ
た
り
、
そ
の
所
在
が
わ
か
っ
た

シ
」
え
」

O
近
所
な
ど
で
、
そ
の
生
活
態
度
か

ら
、
ど
う
も
お
か
し
い
と
思
わ
れ

る
よ
う
人
が
居
る
と
き

与マ手島τチ品弓~て手三マ手ι弓評会苛がι，句評片ボ片がLτ手勾~ボ~声弓手勾世弓詳何持ガ与明示~勾件ボ勾ボ片手均百~み弓手与~

市民相談コーナー(広報公聴課)て。すべて無料で行っていま す。お気軽にご相談下さい。

人権相 談 (1日 10: 00 ~ 15: 00) 
行 政 相 談 (8日 9: 30 ~ 12: 00) 
登記相 談 (9日 9: 30 ~ 12: 00) 
法 律相談 (21日 10: 00 ~ 15: 00) 
厚生・国民年金相談 (22日 10 : 00 ~ 15: 00) 
不動 産 相 談 (23日 13: 00 ~ 16: 00) 
交通事故相 談 (27日 10: 00 ~ 15: 00) 

2 業務の規制

貸金業者は①取立てに際して人を脅迫した

※住む人の ご協力下さ い)下水道 (工事中ご迷惑をおかけしますが、熱意が伸ばす

口ふ~ザ勾世#片デ勾チ~片づ弘明示町出何世ボーデ何点片世引がι~引がふマ~デ与が片手片手片詳勾ラ~与T声マ世号事与引ポ~卓三」ベ忌

清掃センターへ※営業から出 るゴ ミは

「

住
用
の
定
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|秋の全国火災予防運塾J

おお:目。川

点検は防火のはじまり

しめくくり

EE車窓E.:型車彊彊

日
月
初
日
∞
か
ら
ロ
月
2
日
幽
ま

で
「
点
検
は
防
火
の
は
じ
ま
り
、

し
め
く
く
り
」
を
統
一
標
語
に
、
秋

の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま

す。
年
末
を
控
え
、
な
に
か
と
あ
わ
た

だ
し
く
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
火
の
気
を

使
う
機
会
も
多
く
な
り
ま
す
。
気
持

ち
を
引
き
し
め
、
悲
惨
な
火
災
事
故

福
建
省
歌
舞
団
公
演

ご
協
力
あ
り
、
か
と
う

ご
ざ
い
ま
し
だ

長
崎
県
と
中
国
福
建
省
と
の
友

好
都
市
締
結
1
周
年
記
念
古
霊
未
と

し
て
福
建
省
歌
舞
団
の
公
演
が
、

県
内
各
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

を
な
く
し
、
明
る
く
楽
し
い
毎
日
を

過
し
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
は

o
最
も
火
を
使
う
台
所
や
風
邑
場
は
、

火
災
に
強
い
構
造
に
し
ま
し
ょ
う

o
幼
児
、
老
人
、
身
体
不
自
由
者
だ

け
残
し
て
の
外
出
は
や
め
ま
し
ょ

O
炊
事
の
時
間
の
訪
問
や
長
電
話
は

お
互
い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

O
地
域
ぐ
る
み
で
防
火
に
努
め
ま
し

よ
〉
フ

大
村
市
に
お
い
て
も
日
月
幻
日

に
公
演
さ
れ
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
り
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
、

日
中
親
善
に
役
立
つ
こ
と
が
で
き

心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

歌
舞
団
の
一
行
は
、
県
内
で
の

思
い
出
を
胸
に
、

叩
月
お
日
長
崎

空
港
か
ら
無
事
帰
国
さ
れ
ま
し
た
。

職
場
で
は

O
避
難
訓
練
な
ど
を
実
施
し
、
防
火

体
制
の
強
化
を
図
り
ま
し
ょ
う

0
病
院
な
ど
多
く
の
人
を
収
容
す
る

施
設
は
、
消
防
用
設
備
な
ど
を
適

切
に
維
持
管
理
し
ま
し
ょ
う

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す

運
動
期
間
中
、
毎
日
午
後
8
時
を

消
防
の
時
間
と
し
、
サ
イ
レ
ン
を

1

分
間
鳴
ら
し
ま
す
。
塞
庭
で
は
、
火

の
点
検
を
実
施
し
て
下
さ
い
。

日
月
初
日
∞
の
午
前
8
時
に
消
防

演
習
刀
雇
木
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

ア
レ
ホ
ン
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施

無
作
為
抽
出
に
よ
り
電
話
に
よ
る

火
災
予
防
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
す
。

消
火
実
験
、
避
難
訓
練
な
ど
防
火
の

相
談
は
|
|
大
村
消
防
署
へ

(宮
②
4
1
3
8
)

白
白

a
a
g
G
B
B

団
体
4

個
人
刊
人

大
村
市
の
教
育

・
文
化
の
振
興
に

寄
与
さ
れ
た
人
と
団
体
、
お
よ
び
多

額
の
浄
財
の
寄
贈
並
び
に
教
育
に
専

念
さ
れ
た
人
な
ど
の
表
彰
式
が
日
月

1
日
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ミソ
ポ

-
H
HL
j
t

え
品
情
令
与
を
ね
た
f
s
d
i
t

伊吹開場者総弐

《被

表一
般勢

戸

翠

旭
が
丘
小
学
校
P
T
A

旭
が
丘
小
学
校
区
町
内
会

大
村
市
造
園
組
合

俣
野
正
道

福
重
小
学
校

教
職
永
年
勤
続

村
上
善
一
郎

池
田
泰
吾

田
川
芳
明

小
川
啓
子

田
崎

玲

酒
井
正
登

山
口
愛
子

林

善

晴

山
田
武
二

彰

者
》
敬
称
略

渡
浩
和
夫

笹
島
キ
ミ
子

福
江
律
子

福
嶋
み
つ
江

後
藤
安
一
郎

安

井

大

倉

富

淳

、
氷
淵
勝
美

ご
協
力
下
さ
い

住
宅
需
要

実
態
調
査

建
設
省
で
は
、
ロ
月
1
日
に
「
住

宅
需
要
実
態
調
査
」
を
全
国
日
万
世

帯
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
皆
さ
ん
が
住
宅
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
に
な
っ

て
い
る
か
、
住
宅
の
改
善
に
つ
い
て

ど
ん
な
計
画
を
お
持
ち
に
な
っ
て
い

る
か
な
ど
を
伺
い
、
国
や
県

・
市
な

ど
の
住
宅
対
策
の
重
要
な
資
料
と
す

る
も
の
で
す
。

大
村
市
は
、
約
問
世
帯
に
調
査

を
お
願
い
す
る
予
定
で
、
日
月
M
日

附
か
ら
ロ
月
7
日
制
ま
で
の
聞
に
調

査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

建
築
課
住
宅
係

(少しの酒でも死亡事故につながります)飲んだら乗るな

受
通
事
故
証
明
書
・
運
転
記

録
証
明
書
の
交
付
申
請
書
を

市
役
所
な
ど
に
も

設
置
し
ま
す

※乗るなら飲むな

自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
が
取

り
扱
っ
て
い
る
「
交
通
事
故
証
明
書
、

運
転
記
録
証
明
書
」
の
交
付
申
請
を

警
察
署
や
派
出
所
な
ど
に
設
置
し
て

い
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
利
便
を
考

え、

市
役
所
生
活
環
境
課
お
よ
び
各

出
張
所
に
も
設
置
し
ま
す
の
で
、
ご

利
用
下
さ
い
。
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日
月
は建

設
雇
用
改
善

指
進
月
間
で
す

建
設
業
は
、
日
本
の
経
済
、
社
会

の
発
展
の
た
め
の
基
幹
産
業
で
あ
り
、

そ
こ
に
働
く
人
は
約
3
7
0
万
人
と
、

全
雇
用
労
働
者
の
約
日
%
を
占
め
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
雇
用
の
不

安
定
、
労
働
条
件
や
福
祉
の
立
ち
遅

れ
、
労
働
災
害
の
発
生
な
ど
の
問
題

が
生
じ
や
す
い
面
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
の
解
決
を
図
る
た

め
、
建
設
業
の
事
業
主
、
事
業
主
の

団
体
や
連
合
体
が
行
う
雇
用
改
善
の

た
め
の
事
業
に
対
し
て
、
各
種
助
成

金
の
支
給
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ご
利
用
下
さ
い
。

助
成
金
の
種
類

O
技
能
実
習
等
助
成
金

o
認
定
訓
練
助
成
金

0
職
業
訓
練
推
進
助
成
金

0
雇
用
管
理
研
修
等
助
成
金

o
福
利
施
設
整
備
助
成
金

O
健
康
診
断
助
成
金

o
雇
用
童
是
主
主
未
助
成
金

問
合
せ
先

大
村
公
共
職
業
安
定
所

(合
②

2
1
0
1
)

県
建
設
雇
用

改
善
室
(
宮
長
崎
⑫
3
5
8
9
)

-
片

I
P

むおお市政だより(5) 

D~ 国 @[3 白 ぬ b 2クg C二コ -.-'-"-

2日 健康相談 福祉セ ンター 13 : 00-15 : 00 16日 オ歳6か月児健康診査 コミュニティ センタ

佳) ⑮40歳以上(主婦、自営業者など)⑮血圧測定 住) ⑧13: 00-13 : 30 ct闘争..9日幽と同じ

4日 当番医 健康相談 福祉センター 13: 00 -15: 00 

{日) (内)近藤医院東本町 宮④ 11 6 6 ⑮⑮ .. 2日{金)と同じ

(耳・鼻・咽・喉)下山耳鼻咽喉科原口町宮⑪ 648 18日 当番医

5日 安産教室 市役所 9: 00-ll: 00 (⑧9 : 30まで) (日) (小)田川小児医院 東本町 宮② 4000 

明) ⑮母子健康手帳、ズボン (産・婦)後藤産婦人科西大村本町 宮② 6015 

一般健康相談 市役所 13:00-16: 00 19日 乳鈎児健康相談 竹松出張所

6日 乳児健康相談 (月) 9: 30-11: 00 ⑮ 0-6か月の乳児

(火) 保健所 ⑧ 9:30-10: 00⑮ 4か月までの乳児 13: 00-15: 00 ⑮ 7か月以上の乳幼児

乳幼児健康相談 20日 乳却児健康相談

松原出張所 ⑧13:30--15: 00⑮乳幼児 ω 保健所 ⑧ 9 : 30-10: 00⑮ 8が月以上の乳児

7日 乳却児発達相談 市役所 9:00-11:00 萱瀬出張所 9 : 3u-ll: 00 ⑮乳幼児

(水) 妊婦教室(1) 市役所 13: 00-16: 00 成人の健康相談

⑮はじめて母親となる心得、妊娠中の保健 萱瀬出張所 13: 30-15: 30 ⑮血圧測定

9日 1 歳6か月児健康~査 21日 乳鈎児発達相談 市役所 9 : OO-ll: 00 

位当 コミュニテ ィセンター ⑧13: 00-13 :30 体) 妊婦教室(3) 市役所 13: 00-16: 00 

⑮昭和57年 5月生まれ (56年12月一57年 4月生ま ⑮入浴のさせ方、育児用品のそろえ方ほか

れで、まだ受けていない人 も受診して下さい) 22日 3歳児健康52査 コミュニティセンター

⑮母子健康手帳、 問診票、お子さんの歯ブラシ 休) ⑧ 9 :30-10:00 13:00-13:30 

II日 当番医 ⑮昭和55年 6月生まれ (54年12月一55年5月生ま

(臼) (内)大館内科 松並 1丁目 E④ 5546 れで、ま だ受けていない人も受診して下さい)

(産婦・内)桝本医院大川田町 宮⑤ 8355 ⑮母子健康手帳、問診票

13日 乳児健康相談 25日 当番医

(刈 保健所 ⑧ 9: 3u-10: 00⑮5 -7か月の乳児
(B) (内)与那城医院池田新町 宮③ 5575

14日 妊婦教窒(2) 市役所 13: 00-16: 00 
自問 岩崎眼 科 本 町 宮② 3435 

休) ⑮妊娠中の栄養、お産について、妊婦体操ほか
26日 妊婦教室(4)市役所 13: (灼-16:00 

(月) ⑮乳幼児の環境と性格、 家族計画

略号の説明 ⑮…対象者⑧…受付 ⑮ー持って くるもの ⑮…内容

※市役所での各種相談、教室は健康相談室で行います

当番医の診療時間 9 : 00-18: 00 

{11月の日曜祭日当番医を変更〉

-凶・・・‘ 11月23日(水・祭) の長野病院を、次の通 り変更します。

(婦人・内)大野産婦人科・内科原口町 宮⑤ 4450 

えびす顔変えて魚も※石けんに
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...前夜祭「職場対抗致合戦」

b むおお山昭和58年 11月15白 川山口口""川“お川山川

hv
優
雅
怠
踊
り
「
沖
田
踊
り
」

'::> ::::::::::山口“出 H 山・""."...""山コ.."."口 "…川口"川山川

‘天まで届け子ども
「樽みこしJ

、およ '-.な弘ニd

企郷土の伝統は僕らで守ります「舎村子ども浮立」

成場

悼

、 処~

鴇恥 ヨ噌芝

九
ん込

君主?

海ゐ

む

人

権

週

間

f
i
?

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

M
K

月
4
1

日
附
午
前
叩
時
j
午
後
3
時

市
役
所
第
3
会
議
室

人
格
を
無
視
さ
れ
て
い
る
人、

土
地
・
金
銭
貸
借
・
相
続
な
ど

で
お
悩
み
の
人
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

費
用
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

炉、t
、ー‘
1

‘x
h

おお市政だより(7) 

L 

育てようみんなで乗ろう

-- 号、
.~血 叩 目こ ~..~."."'"出 ι

...わだしも頑張つ定のよ

「子どもパトントラワーズ」

※大村線

Vすっかりおなじみになりました
「向陽高校鼓隊ショー」

(毎週火・金曜 午前10時~午後 5時)

V子ども達の人気の的は、

やっぱり「力一二HJレ」

8⑥4070 ※子育て電話相談室



(8) b 

福
祉
の
ひ
る
脇

むおお

まごころのピンチヒッター

E3国お国もも母国
をご存じですか

:昭和58年11月15日"川 ''''''''M 山川

「
お
そ
れ
い
り
ま
す
が
私
は
耳
・

言
葉
が
不
自
由
な
た
め
電
話
が
か
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
私
の
か
わ
り
に
電
話

を
し
て
下
さ
い
」
と
い
う
メ
モ
を
見

老
人
健
康
診
査

H
H
竹
月
初
日
ま
で
で
す
リ

ま
だ
受
け
て
い
な
い
人
は
、
早

く
受
診
し
て
下
さ
い
。

対
象
と
な
る
人

ω歳
以
上

持
っ
て
く
る
も
の

健
康
手
帳

※
健
康
手
帳
を
持
っ
て
い
な
い

人
は
生
活
環
境
課
ま
た
は
、

お
近
く
の
出
張
所
で
交
付
を

受
け
て
下
さ
い
。

間
合
せ
先

生
活
環
境
課
衛
生
係

与それいりますガ
払 i;ia'~言葉ガ

不REBほどのti~きが !
りげられ法令/vο

%のかT.)~!こ 1 

・'，'してくfそ点い。

せ
ら
れ
た
ら
、
ど
う
し
ま
す
か
。

今
、
耳
や
言
葉
の
不
自
由
な
人
が

電
話
で
緊
急
に
連
絡
し
た
い
と
き
に

使
う

付電
話
お
願
い
子
帳
H

を
配
付

し
て
い
ま
す
。

こ
の
手
帳
の
表
紙
は
、
よ
く
目
立

つ
オ
レ
ン
ジ
色
。
表
紙
を
開
く
と
ま

ず

「私
の
か
わ
り
に
電
話
を
し
て
く

だ
さ
い
」
と
い
う
依
頼
文
が
書
か
れ

て
お
り
、
耳
や
言
葉
の
不
自
由
な
人

は
こ
れ
を
見
せ
な
が
ら
、
電
話
を
お

願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

1
枚、ず
つ
切
り
離
せ
る
メ
モ
に
な
っ

て
い
て
、
本
人
の
名
前
、
相
手
の
名

前
と
雪
話
番
号
、
伝
え
て
ほ
し
い
用

件
、
相
手
の
返
事
な
ど
を
記
入
で
き

る
と
い
う
仕
組
み
で
す
。

わ
た
し
た
ち
の
最
も
身
近
な
通
信

手
段
と
な
っ
た
電
汗
や
|
。
し
か
し
、

こ
の
便
利
な
機
器
も
、
耳
や
言
葉
が

不
自
由
な
た
め
に
自
分
1
人
で
は
利

用
で
き
な
い
人
が
い
る
の
で
す
。

オ
レ
ン
ジ
色
の
手
帳
弁
差
し
出
さ

れ
た
ら
除
く
引
き
受
け
、
そ
の
人
の

代
わ
り
に
な
っ
て
電
話
を
か
け
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
。

手
帳
配
布
先

福
祉
課
福
祉
係
、
社

会
福
祉
協
議
会
(
宮
③
1
3
5
1
)

大
村
電
報
電
話
局
(
宮
③
0
0
0

0
)
 

民 E
決生 Z
ま児辺
り童雪
ま委治
し員最
たがお

皆
さ
ん
の
福
祉
増
進
の
た
め
活
動

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

委
員
名

(
敬
称
略
)

相
川
隆
一

杭
出
津
3
了
目

包
③
3
7
4
7

が戦3
決傷ま
ま病泊
り者警
ま相実
し談い
た員

叩
月
1
日、

厚
生
大
臣
よ
り
業
務

を
委
託
さ
れ
ま
し
た
。
戦
傷
病
者
の

援
護
業
務
関
係
で
、
お
尋
ね
に
な
り

た
い
人
は
、
お
出
か
け
下
さ
い
。

相
談
員
名

(
敬
称
略
)

染

石

常

雄

竹
松
本
町

宮
⑤
7
3
2
1

強
制
似
合
。
窓
会
多
①
ザ

叫

i
黄
綬
褒
章
お
め
で
と
う
i

げ

山

大

村

子

供

の

家

・

野

中

テ

ル

子

さ

ん

門

一一

「
保
母
を
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
野
中
さ
ん
が
育
て
た
子
供
は
蜘

門

み
た
。
受
賞
は
私
た
ち
保
母
の

励

み

人

近

く
に
も
な
る
。
今
で
も
、
母
サ

一一
に
な
り
ま
す
」
と
話
す
野
中
さ
ん
親
の
よ
う
に
慕
わ
れ
、
結
婚
式
な

門

み
は
、
昭
和
泊
年
か
ら
大
村
子
供
の
ど
に
は
親
代
り
と
し
て
出
席
し
た

サ

一一
家
で
子
供
た
ち
と
寝
起
き
を

共

に

り

、
子
供
が
生
ま
れ
る
と
名
づ
け

門

み
し
、

愛
情
を
そ
そ
い
で
き
た
。

親
も
頼
ま
れ
る。

サ

以

物

が
な
か
っ
た
初
年
か
ら
初
年

「昔
は
戦
争
の
犠
牲
に
よ
る
子
門

ム
代
に
か
け
て
は
、
米
国
か
ら
贈
ら
供
た
ち
が
多
か
っ
た
が
、
今
で
は

サ

〕
れ
た
服
な
ど
を
、
夜
遅
く
ま
で
子
親
の
蒸
発
に
よ
る
子
供
が
増
え
て

門

み
供
用
に
縫
い
直
し
た
り
し
て
着
せ
ま
す
。
も
っ
と
親
と
し
て
の
自
覚
サ

〕
て
い
た
。

ま
た
、

毛
布
な
ど
は
リ

を

持

っ

て

し

っ
か
り
し
て
も
ら
わ

門

ム
ヤ
カ
l
に
乗
せ
子
供
た
ち
と
一
緒
ね
ば」

と
、
今
の
親
に
対
し
て
の

サ

〕
に
郡
川
ま
で
洗
い
に
行
っ
た
り
し
一
言
も
。

門

み
て、

一
般
家
庭
の
母
親
も
お
よ
ば

現
在
、
子
供
の
家
に
は
幼
児
か
サ

以
ぬ
母
の
味
を
子
供
た
ち
に
与
え
た
。

ら
高
校
生
ま
で
乃
人
の
子
供
た
ち
門

み
れ
ぞ
と

~

也
E
・
・

'
J
‘iぺ
1
1
対

5
吋

パ
が
い
る
。

サ

斗

低

一

rh
a岡
G
比

，

一;

伊

、

a

「
子
供
た
ち

け

ム

ャ

，

i

、

1
4
々
い
岨
圃ヲ

4
・
・
司

一
が
、
受
章
の
サ

…
時
ノ
ベ
臥
J
t
thV

〈訪日一

J

糊

4J

j

幽
・
・
・
園
切
羽

根
幽
・
閉

一プ
一
く
れ
た
の
が

{
1

μ

才

人
M
脳
可
司
ヂ
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、

i
a

ん

ι
』お指

Jν沿
何
よ
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も
う
竹

叫ニ叩~叩J

ピw
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福祉センター)午前 9時~午後 3時(毎週月・水・金曜※心配ごと相談所
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川
;
コ
ミ
ユ
一
一
一
ア
十

セ
ン
タ
ー

宮
④
3
1
6
1

むおお

H

そ
な
え
よ
つ
ね
に
H

を
モ

ッ
ト
ー
に
、
ハ
イ
キ

ン
グ
・
キ
ャ
ン
プ

・
奉
仕

活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
少

年
た
ち
が
自
分
の
健
康
を

つ
く
り
、

社
会
に
役
立
つ

能
力
弁

F

身
に
つ
け
る
の
が

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
活
動
で

す。
し
ば
ら
く
活
動
弁
』
休
ん

で
い
ま
し
た
が
、
す
ば
ら

し
い
指
導
者
会
得
て
、
活

動
を
再
開
し
ま
す
の
で
、

新
し
く
隊
員
を
募
集
し
ま

事~~お9長[[j~æ@

市政だより

す
。

菓
義
人
員

小
学
2
年

1
4
年

初

人

小
学
5
年

1
中
学
1
年

初

人

高
校
1
年

3
人

墓
柔
期
間
口
月
日
日

ωi初
日
制

(9) 

℃ 

※
期
間
中
で
も
、
{疋
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
、
住
所

・
氏

名

・
学
校

・
学
年
を
記
入
し
て
申

し
込
ん
で
下
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

(一一宮
脇
幸
町
お
l
お
)

小
倉
百
人
一
首

子
ど
も
か
る
た
教
室

日
本
の
伝
統

H

小
倉
百
人

一
首
H

の
並
べ
方、

と
り
方
、
遊
び
方

支
字

ぷ
教
室
で
す
。

期
間

ロ
月
刊
日

1
臼
年
1
月
5
日

毎
週
土
曜
午
後
2
時
1
4
時

※
1
月
5
日
の
み
木
曜

場
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
象
・
{
吾
貝

小
・
中
学
生
、
高
校
生
的
人

講
師

長
崎
か
る
た
会
副
会
長

永
川

喜
美
子
先
生

受
講
料

無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

申
込
方
法

電
話
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
へ

受
付
開
始
日
月
幻
日
間

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

お
正
月
料
理
の

作
り
方
講
座

子守つ
く
り
の
心
の
こ
も
っ
た
お
正

月
用
日
本
料
理
の
作
り
方
講
座
で
す
。

期
間

ロ
月
8
日
嗣

・
9
日
幽

午
前
9
時
1
午
後
4
時

場
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
象
・
{
疋
員

成
人

ω人

講
師日

本
料
理
講
師
山
内
正
先
生

受
講
料

無
料

※
材
料
費
と
し
て
、

3
5
0
0
円

必
要
で
す
。

申
込
方
法

電
話
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
へ

受
付
開
始

日
月
幻
日
開

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。

壁
画
コ
ン
ク
ー
ル

作

品

を

展

示

日
月
初
日
に
開
催
さ
れ
た
、
第
幻

回
大
村
市
子
ど
去
五
壁
画
コ
ン
ク
ー

ル
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

成
績
(
優
秀
賞
)
西
部
B

(
入
選
)
西
大
村
本
町
2
A
・
B
、

ひ
ま
わ
り
、
須
田
ノ
木
、
大
川
田

展
示
会
場
・
期
間

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

日
月
幻
日
間
1
m
日

ω

浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー

ロ
月
1
日
肘
よ
り
1
年
間

ス
ポ
ー
ツコ

ー
ナ
ー

剣
道
昇
段
審
査
会

お
よ
び
準
備
講
習
会

昇
段
審
査
会

期
日

ロ
月
日
日
間

場
所

市
武
道
館

準
備
講
習
会

ロ
月
9
日
幽

午
後
6
時

ロ
月
刊
日
凶

午

後

4
時

場
所

市
武
道
館

持
っ
て
く
る
も
の

け
い
こ
着
、

防
具

一
式
、
木
万
、
筆
記
用
具

受
講
料

1
0
0
0
円

問
合
せ
先

剣
道
協
会
事
務
局
(
宮
②

4
1

3
8

消
防
署
内
、
中
村
、
山
崎
)

第
叩
固
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

成

績

男
子

(μ
チ
l
ム
参
加
)

φ
よ
鈴
田

②

A
7
富
③
下
久
原
、

三
浦

女
子

(
幻
チ
l
ム
参
加
)

①
下
諏
訪

②
玖
島

③
北
風
、

力
的
円
U
γ
1
J

主
Hμ
手
小
・
間
出
「

視聴覚ライブラリー

16ミリ映画鑑賞会

文化講演会「長崎の郷土料理J

講師純心女子短大教授越中哲也先生

日時 11月初日(金)午後7時"-'8時30分
場所 コミュニティセンター

O児童劇映画.........さよなら子ネコ ちゃん

市民体育館)

Oアニメーション・・・こ叫んぎつね

O社会教育映画・・…・年はと っても

(11月23日開※大村中央ライオンズクラブ優勝旗争奪少年少女バレーボール大会

江戸時代、唯一の貿易港だった長崎には、外国の影響を受

けた郷土料理が受けつがれています。そんな郷土料理の由来

についての講演です。

日時 11月2?日(日) 午後2時
場所中地区公民館

問合せ先 中地区公民館 (fi③1376)



お
母
さ
ん
、
そ
し
て
未
来
の
お
嫁
さ
ん

健
康
を
考
え
た
笥
匂
⑭
笥
砂
羽
司
司

a

を
開
き
ま
す

と
胡
瓜
の
も
み
漬
、
キ
ャ
ベ
ツ

と
に
ら
の
即
席
漬
ほ
か
)

持
っ
て
く
る
も
の

筆
記
用
具

Q同b むおお1・ 1昭和58年11月15日 出川口山口""川:川

第

1
回

大
村
市
美
術
協
会
展

H

芸
術
の
秋
付
存
薬
し
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

期
日

日
月
お
日

@
i
m
日
開

時
同

午
前
9
時
1
午
後
5
時

※
お
日
は
、
午
後
4
時
ま
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

場
所

日
月
M
日

山
川

午
後
l
時
加
分

市
民
会
館

元
県
立
農
業
経
営
大
学
校
教

授

片

山

克

子

先

生

受
講
料

無
料

内
容

o
ぬ
か
み
そ
漬

o
三
五
八
漬

。
茄
子
の
辛
子
漬
o
泡
菜
(
中
華

風
漬
物
)

0

即
席
漬
(
キ
ャ
ベ
ツ

日
時議書

部
門

洋
画
(
版
画
存
含
む
)

入
場
料

無
料

第
包
囲
県
勤
労
者
美
術
展

作

品

を

募

集

部
門

絵
画
(
洋
画
、
日
本
画
、
南

画
)、
書
、
写
真

資
格

県
内
に
住
ん
で
い
る
勤
労
者

※
出
品
部
門
を
職
業
と
し
て
い
る

人
は
、
そ
の
部
門
に
は
出
品
で

き
ま
せ
ん
。

出
品
点
数

1
人
l
点

出

品

料

無
料

申
込
e

作
品
搬
入

ロ
月
5
日
間叩

i
m
日

ω

午
前
9
時
1
午
後
5
時

長
崎
労
政
事
務
所
ま
た
は
、
佐
世

保
労
政
事
務
所。

会
期

o
昭
和
問
年
1
月
6
日
働
1
日
日
肘

長
崎
市
民
会
館

。
昭
和
日
年
1
月
刊
日
嗣
i
n日
間

佐
世
保
市
博
物
館
島
瀬
美
術
セ

ン
タ
ー

間
合
せ
先

県
労
珪
福
祉
課

(宮
長
崎
⑫

1
1
1
1
)

海
上
自
衛
隊
大
村
航
空
基
地

開
隊
U
周
年

記

念

行

事

日
時
ロ
月

4
日
制

午
前
9
時
却
分
j
午
後
2
時
列
分

場
所

大
村
航
空
基
地

内
容
O
編
隊
飛
行

o
航
空
機

・
装
備

品

・
作
品
展
示
。
音
楽
隊
演
奏

受

通

安

全

特

別

講

習

会

ど
な
た
で
も
参
/
加
で
き
ま
す

D

ぜ

ひ
お
出
か
け
下
さ
い
。

日
時

日
月
辺
日

ω
午
後
7
時

場
所

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

主
催

交
通
安
全
母
の
会
連
合
会

母
親
ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ

vg
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g'g
g'g
g
g
g
B
t
t
t
g
g
g
g
g
E
8
9
 

二
一
鰐
窃
り
が
と
う
ご

g
い
ま
し
た
…

封

、
E
r
i
-
-

マ
石
橋
善
市
(
原
郷
)
慈
恵
荘
へ
均

却

《
香
典
返
し
〉

敬
称
略

パ一E
j
J
却

。

三

官

E
L

叩

万

円

相

ぬ

社
会
福
議
議
会
ヘ

マ
江
森
喜
重
県
旧
一
主
郡
児
向

。
マ
内
田
ツ
サ
(
諏
訪
2
丁
目

・
亡

玉

町

)

強

奇

心

荘

へ

初

万

円

相

常
夫
政
雪
)
金
一

封

マ

谷

口

裕

樹

(

赤

佐

古

町

)

慈

恵

向

。
マ
中
山
美
佐
子
(
池
田
1
丁
目

・

荘
へ

5
万

円

柄

拘

亡
母
君
江
)
叩
万
円

清
和
国
へ

向

。
マ
谷
口
裕
樹
(
赤
佐
古
町

・
亡
母

マ
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

1
ゲ

i
A
V

封

美

起
江
)
5
万

円

ム

遊

び

・
歌

謡

慰

問

封

。
マ
下
回
志
加
松
(
武
留
路
郷

・
亡
マ
大
村
少
年
合
唱
団

l
合
唱
慰
問
明

均

姉
喜
代
子
)
5
万

円

マ

藤

穂

会

l
日
本
舞
踊
慰
問

・
鰻
均

明

福
祉
基
金
へ

頭

別

個

明

ム
ヴ
マ
鳥
瀬
キ
ヌ
ヱ
(
原
口
町
・
亡
母
マ
八
木
館
l
映

画

招

待

角

。

百

田
キ
ヲ
)
2
万
5
0
0
0
円

。

均
(
国
民
健
康
保
険
葬
奴
委
)

お
わ
び
と
訂
正

向

持

、

・
t
1

9月
日
日
号
の

一
般
寄
付
・
社
調

向

〈
一
般
寄
付
〉

敬
材
略

-uF
削
拘

均

;
9・2

会
体
育
振
興
事
業
へ
の
大
村
神
社
均

何

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

h
hは
カ
仲
神
山
の
誤
り
で
す
。

明

ぬ
マ
花
満
(
杭
出
津
qu
丁
目
)
慈
恵
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

向

。

荘

へ

花

6
束

(

体

育

課

)

明

ずの
S
8
8
8
8
8
8
8
g
S
8
8
8
g
g
g
f
g
g
g
r
g
g
k
g
g
g当

‘‘E
・I

・--BEEasa
分期

1
j

F
D
 

粉

跡

川

町

料

開

陳
県

畏

市

国

11月30日(水)

までです
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